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兵庫県いなみ野学園かわらばん NO.０１                Yes  I  can ／I’m possible                    

今がスタート※「夢は叶う」         令和６（２０２４）年７月５日（金） 

                          執筆責任者：大学自治会長 藤村清春 

 兵庫県いなみ野学園は第56期の新入生を迎えました、全

国屈指の歴史と伝統を誇る高齢者大学です。これだけの緑豊

かな広大な敷地をもった学び舎は全国でも類を見ません。 

兵庫県立農業高校の向かいに、こんな緑豊かな学び舎があ

るとは気づかないのです。来訪された方のみが知る、です。 

『楽しく、明るく、学園生・地域の方々』が更に誇りの持て

る学園にしていきたいと念願しています。           ＜朝の体操；講座日毎に実施＞ 

１．学園近況 

いなみ野学園では、現在大学（4年制）・大学院生（2年制）をあわせると約900名が在籍していま

す。更に、OBでサークル活動に励んでいる「同窓研修生」が約 1,300名、ドクターコース(？)に相当す

る研究生が約90名います。総勢約2,300名が在籍する高齢者大学の一大メッカであります。 

学園は年間を通して30日の講座日があります。各学科のカ

リキュラムに沿って、学生たちが自主的に学びを深めることが

できるような教育環境が整備されています。講師陣も充実して

おり、いなみ野学園で教えることに誇りを持って頂いています。 

大学の学科は園芸学科、健康づくり学科、文化学科、陶芸学

科があり、大学院は年によって異なるのですが、10種程度のゼ

ミが開かれています。 

＜文化学科自主研究発表＞ 

２．クラブ活動・支部活動 

クラブ活動は同好会をあわせて 39クラブあり、慰問などのボ

ランティア活動にも汗を流しています。 

学園生の居住地に合わせて、16の支部があり、「支部別地域

活動」といって、地域で清掃活動、保育園の剪定等を自主的に実

施しています。                       

                                ＜盆栽部が食堂前で展示＞ 

３．学園の２大行事  「大学スポーツ大会」「いなみ野祭」     

「大学スポーツ大会」：学年別に実施し、学年内の交流活動を通じて相互の親睦を図っています。 

「いなみ野祭」：学生が協力し合って祭を盛り上げ、クラブ活動を通じた交流や日頃の成果の発表をす

るとともに、野菜販売も実施、地域の方々との交流を図っています。コロナ禍明けで今年度から外部出

演・出店団体を招くとともに、いなみ野祭のチラシ・ポスター等を通して地域にアピールしています。 

４．学園生活 

学年別に登園日があり、１年（月）、２年（火）、３年（木）、４年（金）です。9時20分体操に始

まり、全体のHR、午前講座、思い出の歌、昼休み、クラス別のHR、午後の講座、清掃活動となって

います。講座の中に１～３年までで全員が発表する体験発表の時間もあります。聞きごたえがあります。 
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学園では学園生活を通じて生涯にわたる多くの友を作ることができ、卒園後もその交流は続けられて

います。そのための第一歩として、学園内では積極的に挨拶を交わすように心がけています。今が挑戦

年齢、「今ほど若い時はない」との心意気で行動する学園生の姿は、兵庫大学看護学部や姫路医療セン

ター附属看護学校の学生たちが来園した時、異口同音に驚いています。それだけ、学園生同士が触発し

あって、大幅な自主運営でクラス活動、学園生活を送っています。 

＜今年度の大学生訪問＞ 

兵庫大学看護学科  9月 25日（水）、10月2日、16日、30日（水）  4回       

姫路医療センター附属看護学校  10月 9日（水）、11月27日（水）     2回  

その他、大学関係、行政の方々の学園訪問もかなりあります。  

５．学園トピックス  こんなすごい学園生・同窓研修生（OB）がいます。 
（１）昨年エベレスト街道（50km）に 3人で18日間かけ

て挑戦し、達成された方をご紹介します。文化学科4年生

宮本博道さんです。山歩きが趣味の宮本さんは、いつかは

ヒマラヤに行ってみたいと願っていたそうです。ネパール

のルクラ(標高2,846m)から世界最高峰を眼前に仰ぐカラパ

タール(標高5,643m）へ歩き続けました。1週間歩き続け

たそうです。過酷なトレッキング街道ですね。この内容は、

朝のつどいで披露して頂くと共に「播磨まちかどニュース

withいなみ野学園」でインタビューを受けました。トレ

ッキングで大変なことは、①急性高山病との闘い ②環境の変化による体力の消耗 ➂筋力不足、で

した。75歳の年齢で 5,000ｍを超えるところまで行きましたが、5,100ｍが限界でした。しかし、一生

の思い出を作れたと大満足。 

その後、宮本さんはウルトラウォークに挑戦し、踏破されました。 

②同窓研修生（OB）ですが、地元連合自治会長をされていたＡさんは、東海道53次を踏破し、TV番

組で「地元の人間国宝」に認定されました。 

③同窓研修生(OB)ですが、海外旅行に行かれた時に地上 3,700ｍからスカイダイビング（インストラ

クター付）に挑戦。地上に着地すると涙が止まらなかったとの体験を語っています。 

 

６．クラブ紹介 （毎回紹介します。） 


